
子育てしやすいまち山県！
　市では、結婚して子どもが生まれ、大学などを卒業するまで、ライフステージごとに各種支援施策を行い、
子育て世帯などを応援しています。
　今回は、これまで行ってきた事業に加えて、今年度から新たにスタートする事業も紹介します。
　子育てで困ったときには、1人で悩まず気軽に相談してください。

問子育て支援課　℡22-6839

◆主な子育て支援施策

　第1子の出産から祝金を支給	 問子育て支援課 ℡22-6839

　第1子および第2子は1人当たり10万円分の山県まちづくり振興券を、第3子以降は
20万円分の山県まちづくり振興券を支給します。

　給食費無料	 問子育て支援課 ℡22-6839

　市の認定を受けて市立保育園に通う3歳児から5歳児の園児を対象に、ごはんやパ
ンなどの主食費と、おかずやおやつなどの副食費の無料化を実施しています。

　子ども医療費助成	 問市民環境課 ℡22-6827

　0歳から中学3年生修了までの、入院および外来に関わる保険診療の自己負担分を助
成します。

　高校生医療費助成	 問市民環境課 ℡22-6827

　高校生などが医療機関にかかったときに、自己負担相当分を山県まちづくり振興券
で助成します。詳しくは4ページをご覧ください。

　教育ローン利子の支給	 問学校教育課 ℡22-6844

　大学などの修学に教育ローンを利用している人の経済的な負担の軽減を図るため、
返済する利子の一部を助成します。

　結婚支援の充実	

　山県市マリッジサポートセンターでは、結婚を希望する人のために結婚相談を実施
しています。また、結婚新生活支援補助金により、新婚生活のスタートを応援します。

問山県市マリッジサポートセンター ℡22-3354
問子育て支援課　　　　　　　　　 ℡22-6839
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新たに市内全保育園に設置された机・椅子

◆保育園、幼稚園、小中学校生活における支援施策

◆令和4年度から始まる主な子育て支援施策

フッ化物洗口の実施
問健康介護課 ℡22-6838

子ども未来投資給付事業
問子育て支援課 ℡22-6839

木　育
問子育て支援課 ℡22-6839

給食を自校調理
問学校教育課 ℡22-6844

子育てモバイルサービス事業
問子育て支援課 ℡22-6839

　市立保育園、市内幼稚園、小中学校などでフッ
化物洗口を行っています。12歳児1人当たりのむ
し歯の数は0.07本と全国でも上位の成績です。

　市では、令和4年度中に、①平成16年4月2日
から令和4年12月31日までに出生した児童が4人
以上いる多子世帯と、②平成12年4月2日から平
成16年4月1日までに出生した学生などを養育す
るひとり親家庭等を対象に、給付事業を行います。▲

給付金額
①児童1人当たり10万円
②学生1人当たり10万円
　①、②の給付金を受け取
るためには申請が必要で
す。申請方法や申請期間な
ど、詳しくは決まり次第市
HPや広報紙などでお知ら
せします。

　市では、子どもたちが人と木との関わりを主体的に考
えられる、豊かな心を育むことを目指して、木とふれ合
うさまざまな体験を実施しています。

　市立保育園と小中学校の全てで、施設内調理を
実施し、作り立ての給食を食べることができます。
全ての小中学校では、全校児童生徒が集まり、ラ
ンチルームで学校職員と一緒に給食を食べます。
※現在は、新型コロナウイルス感染症対策を取り
ながら給食を食べています。

　市では、電子母子手帳や健診などの予約システ
ム、子育て支援情報の配信など、さまざまなサー
ビスを電子媒体で広く提供するために、子育てモ
バイルサービス事業を行います。
　サービスの導入時期など、詳しくは決まり次第
市HPや広報紙などでお知らせします。

木製ジャングルジムくむんだー
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